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治験契約書に関する覚書（物品貸借）

高槻赤十字病院（以下「甲」という）と　　　　　（以下「乙」という）は、甲乙間において、西暦　　年　　月　　日付けで締結した治験薬　　　　　 の臨床試験[治験実施計画書番号：　　]（以下「本治験」という）の治験契約書について、甲乙協議の上、以下の通り本覚書を締結する。

なお、製造販売後臨床試験においては、随時治験を製造販売後臨床試験と読み替えるものとする。
1． 乙は、本治験の実施期間中、甲に対し本治験の実施に必要な物品として以下の物品（以下「本借用物品」という）を無償で貸与する。甲は、本治験終了後、遅滞なく乙に返却するものとする。
　　　　　　（品名）
・　　　　　　　　　　　　　　　　　　数量　　　　台

２．甲は、善良なる管理者の注意義務をもって本借用物品を使用する。
３．本借用物品の搬入および返却にかかる費用は乙が負担する。
４．本借用物品の保守が必要な場合、その費用は、乙の負担とする。万一、本借用物品の修繕が必要となった場合には、甲は、直ちに乙に連絡する。なお、修繕に要する費用は、甲の故意・過失によるものを除き、乙の負担とする。

５．本覚書の内容について疑義が生じた場合、甲乙協議の上決定するものとする。
　以上の合意の証しとして本書２通を作成し、甲乙記名押印のうえ各その１通を保有するものとする。
　　西暦　　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　甲（住　所）
　　　　　　　　　　　　　　　　　（名　称）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（代表者）　　　　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　乙（住　所）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（名　称）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（代表者）　　　　　　　　　　　　　　　　印

　本覚書を確認するとともに、治験の実施に当っては、各条を遵守いたします。
　　西暦　　　年　　月　　日
               　　　　　　　　　　治験責任医師：　　　　　 　　　　          印
